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インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 実証実験 

実施結果 

 

開催概要 

日 時 令和 7年 10 月 31 日（金）13：00～14：00 ※実証実験報告会 

場 所 大阪府河内長野市美加の台地先 

参 加 者 施設管理者：１名（河内長野市） 

実験実施者：１名（西日本高速道路エンジニアリング四国(株)） 

１名（福田道路（株）） 

事 務 局：６名（国土政策研究会） 

国土交通省：４名（近畿地方整備局） 

メンター  ：１名（近畿情報ＷＧ長） 

ﾌｫｰﾗﾑﾘｰﾀﾞｰ ：１名 

出席者合計１４名 

［施設管理者］ 

ニ ー ズ 

[施設管理者：河内長野市] 

求める技術：舗装の経年劣化に伴う骨材の飛散等による、舗装の損傷 

状況を総合的に判断できる技術 

［実験実施者］ 

シーズ技術 

・西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社 

「形状計測ユニットを搭載した車両により、骨材飛散程度を評価する指

標(MPD:表面キメ深さ)を計測する技術」 

・福田道路（株） 

「点検車両に設置したスマートフォンにより取得した加速度データから

路面の荒れを定量化する技術」 

 

実証実験の概要 

➢ 河内長野市では、大阪府下で最も高い高齢化率に加えて、子育て世代の流入に伴う乳幼児の

増加の影響から、舗装のざらつきが原因の転倒事案が発生している。 
➢ 昭和に造成された団地の道路は、敷設から５０年程度が経過しており、舗装の修繕が必要な

状況であるが、予算及び技術職員の不足から修繕が進んでいない。  
➢ また、舗装の修繕計画については MCI 値を基に策定しているところであるが、住民要望が

多い舗装表面のざらつきや骨材飛散については MCI 値で評価することができず、市の計画

と住民要望で優先順位に相違が生じている状況。 
➢ そこで、舗装表面のざらつきや骨材の飛散を定量化し、舗装状態を評価できる技術を求めて

いる。また、予算を抑えるため通常の路面性状調査と同時に行えることが必要。 
➢ 本実験では河内長野市が管理する私道美加の台 112 号線において、シーズ技術を用いた骨

材飛散およびざらつきの計測実験を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

実証実験実施場所 

計測実施箇所 
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［西日本高速道路エンジニアリング四国（株）］ 

形状計測ユニットを搭載した車両により、骨材飛散程度を評価する指標(MPD:表面キメ

深さ)を計測する技術 

➢ 車両の上に形状計測ユニット、前方に前方画像ユニット（ドライブレコーダー）を取り

付け、走行しながら測定を行うことで、ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性 IRI を調査

することが出来る技術。 
➢ また、独自の指標として、局所沈下量、MPD（表面キメ深さ）も測定できるが、骨材飛

散によって顕在化した舗装表面の凹凸を MPD の測定により捕捉できるため、骨材飛散

およびざらつきを定量的に評価可能。 
※シーズ技術詳細は【別添資料２】参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験結果 

➢ 測定の結果、道路中央線よりも路肩側の方が MPD 値が高い傾向にある事が分かった。

これは民家の出入り口や曲がり角の内輪側など負荷のかかりやすい場所で、より骨材飛

散やざらつきが発生しやすいことを示していると考えられる。 
➢ MPD 値が局所的に高くなっている箇所あるが、連続的に MPD 値が高くなっている箇

所の方が骨材飛散の影響は大きい傾向があった。（局所的に骨材飛散度５がある箇所よ

りも、骨材飛散度３以上が連続している箇所の方が骨材飛散の影響大） 
➢ MPD 値と同時に測定した、ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI と骨材飛散度に相関関係は

ほぼ無く、MCI 値では骨材飛散度を評価することは難しいことも判明した。 
➢ 以上のことから MPD 値を用いて骨材飛散およびざらつきを定量的に評価可能であるこ

とを示せた。 
  

使用機材 
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［福田道路(株)］ 

点検車両に設置したスマートフォンにより取得した加速度データから路面の荒れを定

量化する技術 

➢ 専用アプリが入ったスマートフォンを点検車両に乗せて走行することで、スマートフォンの

加速度計でタイヤが路面から受けた振動を計測し、タイヤ下の路面（測線）のひび割れを計

測する「測線ひび割れ率計測技術」を応用して、骨材飛散や路面の荒れを計測できる可能性

がある。 
➢ 本実験では、「測線ひび割れ率計測技術」を用いて路面のざらつきや骨材飛散を評価できる

か、本来の計測対象であるひび割れと区別できるかについて、実際に計測を行い検証する。 
※シーズ技術詳細は【別添資料１】参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 実験結果 

➢ 事前検証の結果、調査区間全線で測線ひび割れ率ゼロとの調査結果を得た。誤検知はなく、

既存の指標ではざらつきや骨材飛散を評価することはできなかった。 
➢ 「測線ひび割れ率計測技術」は亀甲状にひび割れた路面上を走行したときに車両に生じる高

い周波数の振動（ひび割れ特有の振動）により評価する技術である。 
すなわち、ざらつきや骨材飛散のある路面上を走行したときに車両に生じる特有の振動数

があれば評価が可能である。 
➢ そこで、ざらつきや骨材飛散で生じる特有の振動があるか再度走行調査を行ったところ、特

有の振動があることが判明し、今回判明した指標を用いれば、ざらつきや骨材飛散を定量的

に評価できることが分かった。 
➢ なお、車種や乗車人数による影響が大きいことも判明したが、車種・乗車人数ごとにキャリ

ブレーションすれば適用が可能なことも判明した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用機材 

骨材飛散量 

大 

測定結果：踏査結果と測定結果が概ね一致 
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実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

各社報告の様子 

 

 

【施設管理者 講評：河内長野市】 

・事前の目視確認および住民からの要望により把握して

いた劣化箇所と、実証実験で判定された劣化箇所がほぼ

一致していることが確認できた。 

・今まで感覚的に測定していた舗装のざらつきを、測定結

果を数値化して定量的に把握できることが確認できた。 

・スマートフォンなど小型計測器を用いる技術もあり、費

用面でも抑えることが可能である事が確認できた。 

・以上のことから、今後の運用に十分期待が持てる技術で

あると感じている。 

・今後は舗装個別施設計画の策定に当たっては MCI 値だけ

でなく、舗装の劣化状況も考慮した上で、市民要望を加

味した形で修繕箇所の優先順位を決めていきたいと考えている。 

・今回の実証実験は舗装表面についての検討であったが、全国的に路面下の空洞も問題視さ

れているところ。将来的には路面性状調査と並行して舗装下の空洞も考慮した総合的計

画を策定の上、適正な道路の維持管理に努めていきたいと考えている。 

  

報告会の様子（技術概要説明） ニーズ説明の様子 

西日本高速道路エンジニアリング四国（株） 福田道路(株) 



5 

 

【情報ワーキンググループ長：坂野 昌弘 先生の総評】 
 

・本日は貴重なご報告ありがとうございました。フィールド 

を提供いただきました河内長野市様、実験を実施いただき 

ました福田道路様、西日本高速道路エンジニアリング四国 

様、いつもご支援をいただいております近畿地方整備局様 

にも御礼申し上げます。 

・河内長野市様からは十分実用に足る技術であると評価いた

だき、情報 WG の最終目標である社会実装に向けて非常に良

いステップを踏めたものと考えています。 

・今後路面調査の計画があるとのことでしたので、この技術

を採用いただければ、ニーズとシーズ、うまくマッチング

すると win-win の関係ですが、それにあの世間良しも加えて、「売り手良し」「売り手良

し」「世間良し」の 3 方よしとなって、情報 WG の活動も報われるものと考えています。 

・今年度もこれから実証実験を予定しています。インフラメンテナンスは限りなく続きます

ので、今後ともご協力をお願いいたします。本日はありがとうございました。 

 

 



【別添資料１】





【別添資料２】






